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【 手 続 補 正 １ 】
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 透 明 基 板 上 に 、 光 触 媒 活 性 を 有 す る 金 属 酸 化 物 半 導 体 を 主 成 分 と す る 膜 と 、 そ の 上 に 、
成 膜 時 の 圧 力 が ０ ． ８ Ｐ ａ 以 上 の 条 件 で 反 応 性 ス パ ッ タ 法 に よ り 形 成 さ れ た 二 酸 化 シ リ コ
ン を 主 成 分 と す る 膜 と が 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 防 曇 防 汚 物 品 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 金 属 酸 化 物 半 導 体 を 主 成 分 と す る 膜 が 、 成 膜 時 の 圧 力 が １ ． ０ Ｐ ａ 以 上 の 条 件 で 反
応 性 ス パ ッ タ 法 に よ り 形 成 さ れ た 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 防 曇 防 汚 物
品 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 金 属 酸 化 物 半 導 体 を 主 成 分 と す る 膜 が 二 酸 化 チ タ ン を 主 成 分 と す る 膜 で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 防 曇 防 汚 物 品 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 二 酸 化 シ リ コ ン を 主 成 分 と す る 膜 の 膜 厚 が ７ ０ で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ に 記 載 の 防 曇 防 汚 物 品 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 二 酸 化 チ タ ン を 主 成 分 と す る 膜 の 膜 厚 が １ ５ ～ ３ ５ ｎ ｍ で あ り 、 前 記 二 酸 化 シ リ コ
ン を 主 成 分 と す る 膜 の 膜 厚 が ７ ０ ～ １ ２ ０ ｎ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３

記 載 の 防 曇 防 汚 物 品 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 透 明 基 板 と 前 記 二 酸 化 チ タ ン を 主 成 分 と す る 膜 と の 間 に 、 屈 折 率 が １ ． ８ ～ ２ ． ２

～ ２ ０ ０ ｎ ｍ

ま た は ４
に



の 透 明 な 遷 移 金 属 酸 化 物 膜 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ま た は ４ に 記 載 の
防 曇 防 汚 物 品 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 遷 移 金 属 酸 化 物 膜 の 膜 厚 が １ ０ ～ ７ ０ ｎ ｍ で あ り 、 前 記 二 酸 化 チ タ ン を 主 成 分 と す
る 膜 の 膜 厚 が ５ ０ ～ １ ４ ０ ｎ ｍ で あ り 、 前 記 二 酸 化 シ リ コ ン を 主 成 分 と す る 膜 の 膜 厚 が ９
０ ～ １ ４ ０ ｎ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 防 曇 防 汚 物 品 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 遷 移 金 属 酸 化 物 膜 と 前 記 二 酸 化 チ タ ン を 主 成 分 と す る 膜 と の 間 に 屈 折 率 が １ ． ４ ～
１ ． ７ の 低 屈 折 率 膜 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 防 曇 防 汚 物 品 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 遷 移 金 属 酸 化 物 膜 の 膜 厚 が ５ ～ ３ ５ ｎ ｍ で あ り 、 前 記 低 屈 折 率 膜 の 膜 厚 が ３ ０ ～ ７
０ ｎ ｍ で あ り 、 前 記 二 酸 化 チ タ ン を 主 成 分 と す る 膜 の 膜 厚 が １ ０ ～ ４ ０ ｎ ｍ で あ り 、 か つ
、 前 記 二 酸 化 シ リ コ ン を 主 成 分 と す る 膜 の 膜 厚 が ７ ０ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 に 記 載 の 防 曇 防 汚 物 品 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 遷 移 金 属 酸 化 物 膜 が 酸 化 亜 鉛 ま た は 酸 化 ク ロ ム を 主 成 分 と す る 膜 で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ～ の い ず れ か に 記 載 の 防 曇 防 汚 物 品 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 膜 形 成 面 側 か ら の 入 射 光 に 対 す る 膜 面 の 視 感 反 射 率 が ２ ０ ％ 以 下 で あ る 請 求 項 １ ～ １
の い ず れ か に 記 載 の 防 曇 防 汚 物 品 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｒ ３ １ ０ ６ お よ び Ｚ ８ ７ ０ １ に よ る 膜 形 成 面 側 か ら 測 定 し た 反 射 色 が 色 度 座 標
表 示 で ０ ． ２ ６ ＜ ｘ ＜ ０ ． ３ ３ 、 か つ ０ ． ２ ５ ＜ ｙ ＜ ０ ． ３ ５ で あ る 請 求 項 １ ～ １ の い
ず れ か に 記 載 の 防 曇 防 汚 物 品 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 透 明 基 板 上 に 、 成 膜 時 の 圧 力 が １ ． ０ Ｐ ａ 以 上 の 条 件 で 反 応 性 ス パ ッ タ 法 に よ り 光 触 媒
活 性 を 有 す る 金 属 酸 化 物 半 導 体 を 主 成 分 と す る 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、 成 膜 時 の 圧 力 が ０ ．
８ Ｐ ａ 以 上 の 条 件 で 反 応 性 ス パ ッ タ 法 に よ り 二 酸 化 シ リ コ ン を 主 成 分 と す る 膜 を 前 記 金 属
酸 化 物 半 導 体 を 主 成 分 と す る 膜 の 上 に 形 成 す る 工 程 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 防 曇 防 汚
物 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 透 明 基 板 と し て ガ ラ ス 基 板 を 用 い 、 多 層 膜 を 成 膜 し た 後 に ３ ０ ０ ～ ６ ５ ０ ℃ の 熱 処 理 を
施 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 防 曇 防 汚 物 品 の 製 造 方 法 。
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